
サステナビリティ説明会
三越伊勢丹グループが目指すサステナビリティ

2021年12月3日



１．動画「三越伊勢丹グループのサステナビリティ」

２．三越伊勢丹グループのサステナビリティについて
取締役 代表執行役社長 CEO－細谷 敏幸

３．重点取り組みと中長期目標
執行役常務 CFO兼CRO兼CAO－西山 茂

４．百貨店の取り組み「think good」
(株)三越伊勢丹 MD統括部ストアプランニング部－鳥谷 悠見

５．ガバナンスの現状と今後について
社外取締役 取締役会議長－久保山 路子



三越伊勢丹グループの

サステナビリティについて

取締役 代表執行役社長 CEO
細谷 敏幸
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サステナビリティを重視した経営へ

ステークホルダーとの対話のなかで

サステナビリティの取り組みの
現状、ゴール、ロードマップを開示
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中期経営計画
と連動した
ロードマップ

中長期目標
ゴールイメージ

－11月30日発刊－
三越伊勢丹ホールディングスサステナビリティレポート2021

2021 → 2024 →    2030

2030年目標
引き上げ

2024年目標
設定

現状の取り組みを
体系的に整理して
レポートに開示
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歴史に根差したサステナブルな精神

まごころ
の精神

共存共栄

新しさへ
の挑戦

CSV

ダイバーシティ＆
インクルージョン

イノベーション
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長期に目指す姿

お客さまの暮らしを豊かにする、

“特別な”百貨店を

中核とした小売グループ
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価値創造プロセス
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サステナビリティ
重点取り組み

中期経営計画 百貨店の取り組み

本業を通じた
サステナビリティ活動

お客さまのお声をもとに

お取組先との対話を重ね

従業員一人一人が

日々の仕事の中で

自ら企画、実践する

⚫ “拠点ネットワーク”の構築
⚫ 接客のデジタル化

⚫ 基幹拠点のまちづくり開発
⚫ 全国不動産のバリューアップ開

発
⚫ 百貨店事業構造の再設計

⚫ 連邦戦略に向けた人財力
⚫ コミュニケーション活性化

“高感度上質”戦略/デジタル改革

CRE･事業モデル改革/収支構造改革

人財基盤

① 人・地域をつなぐ

② 持続可能な社会・時代
をつなぐ

③ 従業員満足度の向上



サステナビリティ推進における
重点取り組みと中長期目標

執行役常務 CFO兼CRO兼CAO
西山 茂
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サステナビリティ基本方針

社会に対する企業の責任として、

社会の様々な課題に向き合い、

企業活動を通じてその解決に

貢献することで、関わりのある

すべての人々の豊かな未来と、

持続可能な社会の実現に向け

役割を果たしていきます。
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デジタルを
活用した新しい

販売手法

地域社会との
協働と協創
による

地域の活性化

社会貢献活動
チャリティ
寄付活動

文化・芸術
振興支援
次世代育成
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重点取り組み① 人・地域をつなぐ



●温室効果ガス削減比率(2013年度比)

2020時点の目標▲42%→▲50%
※政府目標：▲46%

●再生可能エネルギー導入比率

国内百貨店事業全体 60％
国内百貨店事業自社物件 100%

2030年目標
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重点取り組み② 持続可能な社会・時代をつなぐ



サプライチェーンにおける責任ある調達

三越伊勢丹グループ調達方針の策定と送付
2018年 企業倫理行動基準に沿って策定

直接お取引のあるお取組先に送付

対話と解決へのPDCA
各項目ごとの課題に対し、お取組先と課題解決に向けた連携を継続
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お取組先アンケートの実施
2021年７月、以下の5項目についてアンケートを実施

＜コンプライアンス・品質管理・持続可能性・環境・人権＞
対象：百貨店事業の売上上位約7割を占めるお取組先および、

その他事業や後方部門の主要お取組先

お取組先説明会開催
2021年11月、事業戦略の説明、責任ある調達に対する協力要請



●女性管理職比率

●男性の育児休業取得率
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2030年目標重点取り組み③ 従業員満足度の向上

2020時点の目標35%→38%

100%



MD統括部ストアプランニング部
鳥谷 悠見

百貨店の取り組み

“think good”
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株式会社 三越伊勢丹
MD統括部 ストアクリエイショングループ ストアプランニング部

鳥谷 悠見



“think good”の考え方
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彩りある豊かな未来へ向けて
「想像力を働かせ、真摯に考えることからスタートする」

という想いが込められた
百貨店の本業を通じたサステナビリティ活動のための合言葉

●双方向コミュニケーション

●お客さまの選択肢を増やす
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⚫ チェックシートを用いた認定制度の導入により、企画のクオリティを担保
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“think good”の３つの柱

①関わる人、社会に配慮した
（サステナブル)な品揃え

②４Rの推進

③文化・技術・感性の発信

生態系を含む地球環境や関わる人、社会に配慮した
商品、サービス、コミュニケーションを提供する

４R(リフューズ･リデュース･リユース･リサイクル)
を中心に｢長く大切に使う｣｢美しい手離し方｣の
価値観を伝え、資源活用を目指してアクションする

生産者、産地、文化の支援を通じて｢次代につなぐ
べき文化の継承｣｢新たな感性の発掘と発信｣を
けん引する

[STEP１]
サステナビリティの

基本的な理解

[STEP２]
何に対してポジティブな
インパクトがあるか

[STEP３]
企画実施に際し
懸念点があるか



取り組み状況
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約20トンの＜リーバイス® 501®＞のユーズドストックをアップサイクル！

『デニム de ミライ～ DENIM PROJECT ～』
小売６社がタッグを組み、国内外約50のブランドやクリエーターが参加

https://www.mistore.jp/shopping/feature/shops_f2/st_denimdemirai1_sp.html



４Ｒの取り組み事例の紹介「i’m green」
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「捨てない社会」の実現

「売りっぱなし」にしない、あたらしい事業モデル

「お客さまの声」をかたちに

利用者リピート率は30%以上



24

水問題について
お客さまと共に
考える企画に
取り組みたい

脱プラに関して、
手軽にアクション
出来る機会を
増やしたい

持続可能な社会のため
自分でも何か

働きかけをしたい

ショップの
ジェンダーフリー化を

進めたい

企画数が増え、徐々に社内に“think good”が浸透
特に若いＺ世代の関心が高く、意欲的な声が増加



“think good”な企画立案プロセス

STEP１ “考える”

STEP２ “チェック
と実行”

STEP３ “体験と
自分事化”

みんなで出来ることを考える。

今起きていることを知る。

メッセージや内容について
一緒に考えて頂く。

企画のブラッシュアップや
新たなサービスの検討。

企画に触れて頂く。

STEP4 “フィード
バックと反映

お客さまから
求められていることを知る。

お客さまに伝わるレベル
で始める。

企画のもたらすポジティブ
インパクト、ネガティブイン
パクトを確認する。
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“think good”の合言葉の元

従業員一人一人が社会課題と向き合い

お取組先と共に企画して実行し

お客さまからフィードバックを頂くことで

私たちが更なる企画に活かす

このサイクルを続けることで

持続可能な社会の実現を、皆さまと共に目指します
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当社のガバナンスの
現状と今後について

三越伊勢丹ホールディングス 社外取締役
取締役会議長 久保山路子
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■指名委員会等設置会社移行後の変化

■取締役会議長としての役割

■執行に期待すること
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詳細につきましては、

「三越伊勢丹ホールディングスサステナビリティレポート2021」

をご確認くださいませ。

https://imhds.disclosure.site/ja/themes/192


資料は以上です。ご清聴ありがとうございました。


